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1 •特にま意していただきたいことほをのためにおずお守りください) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正し <お使いいたださ、あなたや他の人々への危害や 
財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意昧は次のよ5になっ 
ています。内容をよ<理解してか5本文をお読み<ださい。 

A 敢 化 この表示を無視して、誤った取0扱いをすると、人が死 t 、 重傷を負5可能性、または乂災の 
胃 >=1可能性が想定される内容を示しています。 

/ k ：±^ この表示を無視して、誤った取0扱いをすると、人が傷害を負5可能性や物的損害の発生が想 
/: V ェク定される内容を示しています。 


C 絵表示の例 




A 記号はミ主意を促す内容があることを告げるちのです。 

図の中に具体的なミ主意内容(左図の場合は一般的なミ主意)が描かれています。 

〇記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容(左図の場合はガソリン禁止)がおかれています。 

〇記号は行為を指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントか5抜いて<ださい) 
がおかれています。 


ノ 


么警告 (WARNING) 

♦ガソリン厳禁 


ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないで<ださい。 
乂災の原因にな0ます。 




♦煙突外れ危険 

煙突ががれたまま使用しないで<ださい。 

がれていると運転中に排ガスが室内にちれて、危険です。 


♦煙突閱そ<危険 

煙突がつまった0、ふさがれたままで使用しないで<ださい。 
閉そ< していると運転中に排ガスが室内にちれて、危険です。 


♦巧類の乾燥厳禁 

衣類などの乾燥には使用しないで<ださい。 

衣類が落下して乂がつさ、乂災の原因にな0ます。 


♦スプレー宙厳禁 

スプレー生やカセツトこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や前に放 
置しないで<ださい。熱で生の任力が上が0、爆発し、危険です。 


♦低温やけどに注意 

長時間皮膚の同じ場所に触れないで<ださい。 

比較的低い温度でち低温やけどや脱水症状の原因とな0ます。 





















1 •特にま意していただまたいこと(安全のために必ずお守0< ださい) 


注意 (CAUTION) 


♦力ーテン、可燃物近接禁止 II ノ ノノ 

カーテンや燃えやすいちのを近づけないで < ださい。 

乂災が発生するおそれがあ0ます。可燃物との離隔距離については 

標準据え付け図例 （31 ページ）を参照してください。 Wl 

^ 0 

•給測謙 、\烏 A 

ところで行なコてください。 

•油 漏れ確認 

油タンク•ゴム製送油管•接合部•給油コックおよび機器などか 5 のな油漏れがない コム制、も'ホ供 ^ 
ことを確認の上ご使用<ださい。 1 灯油が漏れていると乂災のおそれがあ 0 ます。 —こし/ 

數〇 

•異常時使用禁止 ^11^；^ 

万一異常を感じたとさは使用しないで<ださい。 /J^ ^ 

異常燃焼のおそれがあ0ます。 ( 1 

i S ) 

♦高温部接触禁止 ^ 

燃焼中や消乂直後は、高温部、煙突、枠上部に手などふれないで<ださい。 1^^ 

やけどのおそれがあ0ます。 

♦やかんのせ禁止 111 ^^、 

やかんなどをのせないで < ださい。 

振動や接触によってやかんの熱湯がこぼれ、やけどのおそれがあ0ます。 1 j 

I ， 〇 

♦分解修理の禁止 ^ 

故障、破損した 5、 使用しないで<ださい。 

不完全な修理は、危険です。 

♦腰をかけたり、物をのせないで ^ 

機器の上にのった0、腰をかけた0しないで<ださい。機器の故障や、 rv \ 

やけどのおそれがあ0ます。機器の上に巧びんや水を入れたちのなどを 
置かないで<ださい。水がかかると漏電や故障のおそれがあ0ます。 

♦改造使用の禁止 

改造して使用しないで < ださい。 

また、ストーブや煙突には床暖房用の熱交換器などを取0付けないで<ださい。 

乂災や排ガスが室内にちれる原因とな0危険です。 

♦換気扇使用禁止 1 J 1^ 

ストーブを使用している同室内で換気扇を使用しないで < ださい。立 

消えして爆発燃焼するおそれがあ 0 ます。 K 

また、換気□-給気□は常に確保し、物などでふさがないで < ださい。 \— r 

0 

♦ドラフトレギユレータの取り付け ドラフトレギュレ-夕 

煙突の引さ（ドラフト）が強いと燃焼不良が発生します。次の煙突設 \Jr 

置の場合は必ず、ダブルドラフトレギュレータ（別売品 DR -1) を取0 ^ 

付けて < ださい。 一 

-集合煙突に接続する場合-標準寸法必上に立ち上が0が高い場合 

-風が強<て炎が沈むよ5な場合 ^ 

} 〇 

11 ノ 




























1 •特に注意していただまたいこと(安全のために必ずお守0< ださい) 


注意 (CAUTION) 


♦電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えた0、物をのせた0しないで<ださい。 

また、電源プラグを抜<とまは、コードを持って引さ抜かないで<ださい。 
乂災や感電の原因にな0ます。 



♦電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差しこんで<ださい。 

また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないで<ださい。乂災の原因 
になります。めれた手での抜さ差しはしないで<ださい。感電の原因にな0ます。 




♦長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

長期間使用しないとさ又は保管するとさは、必ず電源プラグをコンセント 
か5抜いて<ださい。乂災や予想しない事故の原因とな0ます。 

运 

•電源プラグのお手入れをずる 

とまどさは電源プラグを抜さ、ほこ0及び金属物を除去して<ださい。 

ほこ0がたまると湿気などで絶縁不良にな0乂災の原因にな0ます。 

〇 


♦'打油の保管 

な油は、乂気、雨水、ごみ、高温および直射曰光を避けた場所に保管して 
<ださい。ガソリンなどといつしよに保管しないで<ださい。 

誤って使用すると異常燃焼や乂災のおそれがあ0ます。 



♦変質な油禁止 

変質な油、不純な油（巧れたな油、水の混じつているな油など）を使用しないで<ださい。 
異常燃焼や故障のおそれがあ0ます。 


0 


♦シスターンの水位に注意 

循環水は少しずつ蒸発します。 

1ヶ月に1回程度は、シスターンタンクの水位が規定水位にあることを確認 
し、不足している場合は補充液を補給して<ださい。 

上限水位必上は、入れないよ5を意して<ださい。 

床暖パネルを接続しない場合は、循環水は不要です。 




♦カーぺットのはがれにミ主意 

カーぺットがずれた0め<れたまま使用しないで<ださい。 
床パネルに直接触れるとやけどのおそれがあ0ます。 


♦循環液（循環水-不凍液）の保管に注意 

幼巧の手の届かない所に保管して<ださい。 

万一、飲んだ場合には吐かせて、医師の診断を受けて < ださい。 


♦初めてお使いになるとをのミ主意 

初めてお使いになるとまは、耐熱塗料などが焼さ付<まで煙と臭いが出ま 
す。しば5<の間、窓をあけて部屋の換気をおこなって<ださい。 

また、小鳥やル動物などに影響する場合が考え5れますので、この間は部 
屋に入れないで<ださい。 













































1 •特にま意していただまたいこと(安全のために必ずお守0< ださい) 


お願い （NOT に E ) 

♦機器を廃棄ずるとをのミ主意 

♦'打油の廃棄 

ストーブを廃棄処分するとさは、定油面器の'な油を 

な油の廃棄処分は、な油をお買い求めになった販売 

抜きとってください。に 2 ページ） 

店にご相談 < ださい。 

な油を入ったまま廃棄するとリヴイクルの際に思わ 


め事故になるおそれがあ 0 ます。 

V 

J 


2•使用する場所 


ストーブを安全に使用するためには、場所の選定が大切です。 


安全に使用するために 



•マントルピースなどには据え付けないで<ださい。 


•標高が100 Om を超える高地では使用しないで < ださい。 
(空気の濃度が薄いため、燃焼に必要な空気が不足します。) 


効果的に使用するために 


•冷気の入って<るち向、例えば窓側などに置<と、冷気がス I -ーブ 
で暖め5れて対流しますので、効果的です。 

出入□など人の通るところは、ぶつかると危険ですので避けて< 
ださい。 


•部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節をぶ\がけましよ5。 

ス I -ーブの前面に障害物があると、部屋の温度にむ5ができるばか0でな<、ふ<射熱によってス I -ーブ本体の温度 
が上昇して危険です。 

使用場所には十分ミま意して効果的に使用して<ださい。 

•ストーブの前は、反射板か5のふ<射熱がでますので、床暖パネルとの距離を考慮して<ださい。 

•温水配管の長さがでさるだけ短<なるよ5な位置にス I -ーブを設置して<ださい。 







































3 •各部の名妳 



正 面 


上面板—— 
前面ガード 


ガラス円筒 


微風吹化 □ 

前板—— 

調節脚一 

置台—— 



•煙突接続 □ 
上面ガード 


とつて 


-表示部 


運転スイッチ 


-本体固定金具 

操作部 

けー プンポケット） 
定油面器 U セツトレバー 



フアンカバー- 

水平器- 

フアンフイルタ - 

ルームサーモ- 

燃焼用送風機（内部）^1 

風量制限板（内部)-< 

コム管 □ - 

電源〕ード- 



-熱交サーモ（内部） 

■エアー巧さバルブ（内部） 

アクチユエータ（内部） 
( U ニアダンパー） 

-水位計 

——温水往き □ ( A 、 B 回路） 


温水戻 On ( A 、 B 回路) 








































































































































































3 .各部の名称 


表示部の名称と働ま 


■運転停止中は節電のため、表示はすべて消'なします。 

•現在時刻を確認したい時は、操作部の巧しボタンスイッチのいずれかを巧して < ださい。1分間、現在時刻を表示します。 
•タイマー運転中は節電のため、表示がすべて暗<な0ます。 

※運転停止中ち現在時刻を表示させることがでさます。 r 運転停止中ち時計を表示させたいとさ] (17 ページ）の項を参 
照して < ださい。 


■ 「音声お知6せ J の内容 

•通常の運転操作 （ r 点乂_!•「消乂_!•「タイマーセット J ) をおこな5とさ、文字と同時に音声 （ r 点乂します_!•「消乂し 
ます J • r タイマーセツトしました J ) で操作げ態をお知5せします。 


点乂表示（ホ） 


運転スイッチを押して「入 J (*) 
にしたとき、又はセーブ消乂後に再 
点乂する際に点なし、運転（点乂） 
します。 

約3〜4分の予備燃焼後消なします。 


現在床温表示（ホ） 


床暖房運転時に点なします。 
温水出□温度を表示します。 


設定床温表示（青） 


床暖房運転時に点なします。 

床温調節ボタンで設定した床温を表 
术しま9。 

左か53個目のランプが点なしたと 
まは適温設定にな0ます。 


燃焼表示（ホ） 


本燃焼中に点なします。 
現在燃焼中の乂力の大まさ 
を表示します。 


一時消乂表示(青） 


ストーブ単独運転中に、ヴ 
ポートヒータスイッチを 
「入 J または床暖切換スイ 
ッチを「ス I -ーブ•床暖 
房 J にしたとま、又は消乂 
冷却中に再度運転スイッチ 
を「入 J にしたとき点なし、 
一時的に消义します。 

燃焼室が冷却すると消なし 
点乂動作を始めます。 


消乂表示（青） 


運転スイッチを巧して「切 J ( 1 ) 
にすると点なし消乂します。 

燃焼室が冷却すると消なします。 


セーブ消乂表示（青） 


セーブ運転中に室温が設定温度よ0 
約3で上昇すると点なし消乂します。 
室温が設定温度にまで下がると消な 
し点乂動作を始めます。 


設定室温表示（青） 


室温設定ボタンで設定した室温を 
デジタル表示します。 

ス I ブにトラブルが発生すると、 
トラブルのげ態が記号表示（モニ 
ターサイン）されます。 



タイマー表示（青） 

. タイマー運転中は点なします。 

. タイマー運転停止中は消なします。 


サポートヒータ運転ランプ（ホ） 

• サポートヒータ運転中は点なします。 
-サポートヒータ運転停止中は消なし 
ます。 


時刻表示(青) _ 

• 通常は現在時刻を表示します。 

. タイマー運転時はタイマーセット時 
刻を表示します。 

(タイマー運転時は時刻表示が暗 < な 
0ますが異常ではあ0ません。） 


運転スイッチ 


•押す （ i ) と運転（点乂）します。 
-ちう一度押す （ 1 ) と消乂します。 


時計動作コ□ン（青） 

• 現在時刻を表示している 
とまは点滅しています。 

• タイマーセツト時刻を表 
示しているとまは消なし 
ます。 


セーブ運転表示ランプ(緑） 

• セーブ運転中は点巧し、解除すると消 
なします。 

•室温設定を10で f 点設定）にすると 
自動的にセーブ運転にな0点なします。 


微風ランプ(緑） 

• 微風運転中は点なします。 

-微風運転停止中は消なします。 




















































































































3 .各部の名称 


オープンポケツト内操作部の名称と働ま 


■オープンポケットの開閉 

•オープンポケットを軽<巧しこむと、ゆつ<0出てきます。操作後軽<押しちどすと□ックして止ま0ます。 


操作するとき似がは、閉じてご使用 < ださい。） 

■操作音にごいて 

•操作ボタンを押すとピッと音がします。 

•誤操作をするとピッ音が2回します。 

■表示部の明るさ調節 

•時計調節スイッチを「通常 J に合わせて「時ボタン J を押しなが5「分ボタン」を押すことによ0、表示部の明るさ 
を2段階に調節することができます。 

(このときピッ音が2回しますが、誤操作ではあ0ません。） 

■ 「音声お知6せ J の消音方法 

•時計調節スイッチを「通常 J に合わせて「時ボタン J を押しなが5「セーブ運転ボタン J を巧すことによ0、「音声 
お知5せ J を消音することがでさます。 

(このときピッ音が2回しますが、誤操作ではあ0ません。） 


































































































































































4 .使用前の準備 



燃料は必ずな油 （ J に1号な油）を使用して<ださい。 

♦仪警告 I ガソ IJ ンなど揮発性の高い油は、乂災の原因にな0ますので絶対に使用し 
ないで < ださい。 

•0^ 注/胃変質な油、ミちれたな油、水の混じっているな油などは、絶対に使用しない 
で < ださい。 

• IA > iE ] な油は、必ず乂気-雨水•ごみ-高温及び、直射曰光を避けた場所に保管 
して < ださい。 




■給油の際の手順とま意 


油量計- 



油タンク 


給油器具 

給油□ふた 

送油バルブ 
水 ゲージ 
水抜さバルブ 


•送油バルブを閉じて給油□ふたをはずし市販の給油器具で'な油を給油して < ださい。 

油量計の針が「満 J をさした5給油をやめて<ださい。 

•給油□ふたを必ずちとどおりに締めて<ださい。 

•給油の際に、水、ごみなどを入れないよ5特にミ主意して<ださい。 

•[ A 注意 I 乂災のおそれがち0ますので、給油は、必ず消乂し、乂の気のないところで 
行なって < ださい。 


■給油□ふたは、確実に締めて<ださい。 
■こぼれたな油はよ<ふまとつて<ださい。 
■燃料切れのま意と空気巧まの方法 


油タンクを空にしないよ5にま意して<ださい。 

油タンクをいつたん空にしますと、送油経路内に空気がたまり、正常に送油ができな<なることがあります。このよ5 
な場合には次の順唐で空気抜さをして<ださい。 



1. 油タンクに給油します。 

2. ストーブのゴム管□か5、ゴム製送油管をはずします。 

3. ゴム製送油管か5油が連続して流れ出ることを確かめてか5ゴム製送油管をちとどお 
〇にス I -ーブに取0付けます。（油がこぼれないよ5に容器を用意して<ださい。） 


運乾開始前の準備と確認 


■安全装置のセット、取扱上のま意 



居油面器のセット I 

初めて使用するときやシーズン初めには、ス I -ーブ正面ち下の定油面器リセットレ 
バー（黒色）を左方向に止まるまで巧して<ださい。 


•リセットレバーは据え付け時やシーズン初めに操作します。定油面器に強い 
衝撃を与えた0異常があったとき必がは、特に操作する必要はあ0ません。 
万一、点乂操作後な油が出ずに モニター サイン E 2が表示されるよ5な場合 
はリセットレバーを押して<ださい。 

(安全弁がはずれ、な油がスムーズに流れます。） 

•リセットレバーは乱暴に扱った0、巧したままの状態には絶対にしないで< 
ださい。 





























4 .使用前の準備 


運転開始前の準備と確認 


■送油経路の油ちれの確認 

•油タンクや送油管の接合部などか5油ちれがないかど5か確認して<ださい。 

■電気配線の確認 

注意 I 電源プラグをコンセントに刃の根元まで確実に差しこんで < ださい。 
•電源コードが煙突などの高温部にふれるおそれのないことを確認して<ださい。 


忆ま意1 電源プラグ•コードの発熱-発乂を防ぐために… 

•電源は必ず適正配線された単ホ目 100 V コンセントを使用して < ださい。 

•電源コードは、途中で接続した0延長コードの使用•他の電気器具とのタコ足配線をしないで<ださい。 

■接地(アース)の確認 

•工事説明書にしたがい、接地（アース）がと5れているかど5か確認して<ださい。 


■点义の要領と注意 


な暖切摄スイッチのセット I 

ストーブ単独で運転する場合は「ストーブ単独 J に、ストーブ床暖房運転をおこな5場合は「ストーブ床暖房 J に、床 
暖切換スイッチをセットして<ださい。床暖切換スイッチのセットは運転開始前におこなって<ださい。 

•ストーブ床暖房で運転する場合 •ストーブ単独で運転する場合 


ストーブ•床暖切換 
な卜ーブクストース 


で暖游翊 




循環水の水位確認 



♦ 拉ミ主意 I ストーブを側面の水位計で、シスターンタンクの規定か位（上 
限水位と下限か位の間）まで循環水（コロナ床暖房用循環液）が入ってい 
ることを確認して<ださい。循環水が入っている場をは黄をにな 0 ます。 
循環水は上限な上入れないようを意して<ださい。 

水位が下限 W 下の場合は、床暖房専用補充液を入れて<ださい。 


廢水配管の水ちれの確認 I 

•ストーブ内部や温水配管接合部か5水ちれがないか確認して<ださい。 

•巧暖パネルの温水配管の途中にバルブを取0付けた場合は、必ずバルブが開いていることを確認して<ださい。 












































































4 .使用前の準備 


※予備燃焼後約 2.5 分間、乂力は中乂力にな0ます。 

mssB 


•オープンポケット内の乂力調節つまみで「自動運転」と「手動運転 J が設定でさます。 
ご希望の運転ち法でご使用<ださい。 


( 占、人'|陌店、 

ストーブ乂力調節 r 自動運転 J の場合 


自動 

手動乂力調節 


微少ル中 大 

• 

•11111 い■■■■■■*|圓||||* 




•乂力調節つまみを「自動」に合わせて<ださい。設定室温と部屋の状況に応じ 
た乂力で燃焼します。 

(ストーブ乂力調節「手動運転」（微少〜大）の場合は、乂力調節つまみの設定 
乂力で燃焼します。） 

•時計合せは15ページ「現在時刻の調節ち法」を参照しておこなって<ださい。 


1 . 時刻表示が現在時刻を表示していることを確認して<ださい。 

2. オープンポケット内の巧暖切換スイッチを「ストーブ床暖房 J に合わせて<だ 
さい。 

3. 運転スイッチを巧して「入 J にして<ださい。 

「点乂します J の音声と同時に、点乂表示「点乂します J が点灯し、自動的に 
次のよ5に運転（予備燃焼•本燃焼）します。（ストーブ乂力調節「手動運転 J 
(微少〜大）の場合は設定室温の表示はあ0ません。） 



ストーブ床暖房運乾 




運転スイッチを押す 


• 音声「点乂します J 
• 点义表示点な 
• 設定室温表示点な 
• 設定床温表示点な 
• 現在床温表示点な 
• 燃焼用送風機まわる 


• ル油量流出 
• 循環ポンプ作動 


• 点乂表示消な 
• 燃焼表示点な 

• 設定室温と部屋のげ況に応じた乂 
力になる 

-リニアダンパー作動 
• 床暖温度調節の設定床温になるぶ 
ラに、自動調節される 


■運転中に床暖切換スイッチを操作した場合の注意 

むやみに、ストーブ単独—ス I -ーブ床暖房に切0かえないで < ださい。循環水のつま0の原因にな0ます。 

♦ I ストーブ単独ーストーブ床暖鼠 …自動的にいつたん消乂して、約10分後に再点乂し、ストーブ床暖房運転を開始し 
ます。そのとま、「ジュー J とい5循環水の蒸発音が発生することがあ0ますが異常ではあ0ません。 

♦ I ストーブ床暖房ーストーブ単掘 …運転はそのまま継続します。しば5< して「ジュー J とい5循環水の蒸発音がし 
ますが異常ではあ0ません。 


5.使用方法(使い方) 


運乾開始（点乂) 


——同時^_-3〜4分予備燃焼 h 本燃焼 I 

—— ® 一}- (自動運転心 - 











































































5 •使用方法(使い方) 


運転開始（点乂） 


ヴポートヒータ運乾 

•サポートヒータは電気ヒータです。春先や秋□など少し肌寒いと感じる<5いの季節にス I -ーブを運転しないで 
床暖房運転がでさます。 

1 • 時刻表示が現在時刻を表示していることを確認して<ださい。 

2. オープンポケット內のヴポートヒータスイッチを「入 J にしてぐださい。 
自動的に、次のよ5に運転します。 



m 


自 

動 

運 

転 


サポートヒータスイッチを「入 J 
にする 


サポートヒータ運転ランプ点な 
サポートヒータ運転 
設定床温表示点な 
現在床温表示点な 
循環ポンプ作動 


V 0 に E.KIRARA GY 6 


床暖 
現在床温 


) 0 ® 

設定床温 


3 


午前 


th ULL 


(§) 

サポ-化-夕- 


◎ 

微風 



床暖温度調節の設定床温になるよ 
うにサポートヒータ出力が、自動 
的に制御される 


床暖 

f ストーブ•床暖切換' 

f 時計；タイマー 

低 W へ高 

^如誓 

1 合せじ n ; 合せ 1 

床温調節 


ipoJLo^J 

1 切领入 1 

ヴポートヒーター 

1 ， _ ,mL ~~, 

1 切叱)連動 1 

II 微風 

タイマーセット 


自動 


入/切 


手動义力調節 
微かル中 大 


セーつ 


ほめ高め 

W A 

室湿設定 


※サポートヒータの通電を停止すると節電のため、表示が消なします。 

ストーブ床暖房-ヴポートヒータ併用運乾 I 
•ストーブ床暖房+ヴポートヒータで床暖房能力をアップでさます。 

1 . 時刻表示が現在時刻を表示していることを確認して<ださい。 

2. オープンポケット内の床暖切換スイッチを「ストーブ床暖房 J に合わせ 
て < ださい。 

3. 運転スイッチを押して「入 J にして<ださい。 

「点乂します J の音声と同時に、点乂表示「点乂します J が点なします。 

4. オープンポケット内のサポートヒータスイッチを「入 J にして<ださい。 
自動的に、次のよ5に運転（予備燃焼•本燃焼）します。（ストーブ乂力 
調節「手動運転 J (微少〜大）の場合は設定室温の表示はあ0ません。） 



※予備燃焼後約 2.5 分間、乂力は中乂力にな0ます。 



自動 

手動义力調節 


微少ル中 大 



(00 

) 


入/切 

ほめ 

高め 

へ 

セ以転 

室温設定 


巧暖 

ぉ口い高 

巧温調節 

[ 切@人] 

わルートヒーターー 


•運転スイッチを押す 
•ヴポートヒータスイッチを「入 J 
にする 


• 音声「点乂します J 
• 点乂表示点な 
• 設定室温表示点な 
• 設定床温表示点な 
• 現在床温表示点な 
• 燃焼用送風機まわる 
• サポートヒータ運転ランプ点な 


• ル油量流出 
• 循環ポンプ作動 


• 点乂表示消な 
• 燃焼表示点灯 

• 設定室温と部屋のが況に応じた乂 
力になる 

-リニアダンパー作動 
• 床暖温度調節の設定床温になるよ 
うに、リニアダンパー及びヴポー 
トヒータ出力が、自動的に制御さ 
れる 

• ヴポートヒータ 運転 


——同時^^ 3〜4分予備燃焼 L -_-本燃焼 

H - 11 - 
















































































































































































































































5 •使用方法(使い方) 


ストーブ単独運乾 



1 • 時刻表示が現在時刻を表示していることを確認して<ださい。 

2. オープンポケット内の床暖切換スイッチを「ストーブ単独 J に合わせて 
<ださい。 

3. 運転スイッチを押して「入 J にして<ださい。 

「点乂します J の音声と同時に、点乂表示「点乂します J が点灯し、 
自動的に次のよ5に運転（予備燃焼•本燃焼）します。（ストーブ乂力 
調節「手動運転 J (微少〜大）の場合は設定室温の表示はあ0ません。） 


• ル油量流出 


• 音声「点乂します J 
• 点义表示点な 
• 設定室温表示点な 
• 燃焼用送風機まわる 


動 

運 

転, 


点义表示消な 
燃焼表示点灯 
設定室温と部屋のげ況に応じた乂 
力になる 


※予備燃焼後約 2.5 分間、乂力は中乂力にな0ます。 


運転スイッチを押す 



•運転スイッチを「入 J にしたとさ、タイマー表示「表示時刻に運転します J が点なする場合は、タイマー運転とな 
0ますので、タイマーセットボタンを押してタイマー運転を解除して<ださい。 

•燃焼中に運転スイッチを押して「消义 J にしたり、タイマーセットボタンを押すなどして約1秒似上通電を止めま 
すと自動消乂し、約2分間の冷却の後でないと再点乂でさません。 


室温の調節伯動運乾) 


オープンポケット内の乂力調節つまみを「自動」に合わせると、ルームヴーモによる自動運転とな0、設定室温に自動 
調節されます。 

表示部に設定室温 （24 で）が表示されますので次のよ5に調節して<ださい。 

•室温設定ボタン「高め J を巧すたびに1で上昇します。 

(上限29で） 

• 「低め J を巧すたびに15でまでは rc ずつ下がり、15でか5は 
いきなり10で （ F 点設定）となります。 

参1〇で設定の場合はセーブ運転表示ランプが点なし、セーブ運転 
とな0ます。 

/設定室温を15で必上に上げるとセーブ運転表示ランプが消 
I え、 g 動的に解除されます。 / 





同時 


3〜4お 
予備燃焼 


—争動 Y 






















































床暖 
現在床温 

1 — 1—1—1 I~I~I 


〇 〇嗦〇 〇 〇 

—設定床温一 



1. 特に温度設定しない場合は、自動的に快適7—クの位置（設定床温 
表示ランプの3つ目）に設定されランプ表示します。 

2. 床温調節ボタンを押すと次のよ5に床温調節でま設定床温表示ラン 
プち移動点なします。 

•「低 J ……1回押すたびに設定温度を6で下げ、ランプ表示が 
左側へ移動。 

•「高 J ……1回押すたびに設定温度を6で上げ、ランプ表示が 
ち側へ移動。 

•床暖の温度調節は、足元（床暖パネルの表面温度）の温度調節のた 
め、部屋全体の温度調節ではあ0ません。カーペットの表面が熱< 
な0すぎないよ5使用温度には、十分ミ主意して<ださい。 


5•使用方法(使い方) 


室温の調節（自動運転) 


セーブ運転！ 

ストーブ乂力調節「自動 J 運転時に、微少乂力でち室温が設定室温よ0上昇する場合、設定室温よ0約3で上昇すると 
自動的に消乂し、設定室温まで下がると点乂動作に入0ます。これを<0返すことによ0むだな部屋のあたため過ぎを 
防ぎます。 

•室温設定ボタンによ0希望の室温設定後、セーブ運転ボタンを押して 
<ださい。 

セーブ運転表示ランプが点なし、セーブ運転とな0ます。 

•セーブ運転ボタンを再度押すことによ0セーブ運転表示ランプが消え、 
セーブ運転解除とな0ます。 


义力調節 （手動調節-手動運撤 


室温設定による自動運転の他に、乂力調節つまみによる手動乂力調節が巧能です。 

次のよ5にして<ださい 

•オープンポケット内の乂力調節つまみを「微少 J か5「大」 
の間のご希望の位置に合わせて<ださい。 

表示部の設定室温表示が消え、予備燃焼が終了すると約 2.5 
分間乂力は中乂力にな0、その後は乂力調節つまみの設定乂 
力で燃焼します。 


■炎のが態 

ストーブの据え付けや煙突の関係で、炎は多少変化します。 

•炎の状態は、青い炎の中にい<5かの黄色い炎（ホ乂）がまじってち異常ではあ0ません。 

•燃焼中に炎の片寄り又は、上下変動することがありますが、ドラフトおよび風量の変動によるちので異常ではあり 
ません。 


巧暖パネルの温度調節 


ストーブ床暖房運転、サポートヒータ運転、ストーブ床暖房-ヴポートヒータ併用運転のいずれの場合ち循環水が設定 
温度になるよ5に、自動的に温度調節されます。又、設定床温表示ランプに快適マークがついています。快適マークは、 
床暖パネルのカーぺット表面をほぼ33〜34で（床暖パネル3畳の場合）に保つ循環水温度を示します。ご参考にされる 
と便利です。 


自動’ 

手動义力調節 


微少ル中 大 

• 

^ —1 1 - ^ 

•im ■い 1 ■■■■い 111111 • 


00 
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快適マ—ク 




















































5 •使用方法(使い方) 


運転停止（消乂) 


f 消义順巧） 

I ストーブ床暖房運転11ストーブ単独運転 



運転スイッチを巧して「切 J にして<ださい。 
r 消乂します J の音声と同時に、燃焼表示が消なし、消乂表示 
r 消乂します J が点なします。 

燃焼室が冷却すると自動的に燃焼用送風機、循環ポンプ（ストー 
ブ床暖房運転のみ）が停止し、すべての表示が消なします。 


ヴポートヒータ運乾 



ヴポートヒータスイッチを「切 J にして<ださい。 

ヴポートヒータ運転ランプ、設定床温表示ランプが消なし、同時 
に、サポートヒータ、循環ポンプが運転を停止し、すべての表示 
が消'なします。 


ストーブ床暖房-ヴポートヒータ併用運乾 



運転スイッチ、サポートヒータスイッチを「切 J にして<ださい。 
r 消乂します J の音声と同時に、サポートヒータ運転ランプ、燃 
焼表示が消な、消乂表示「消乂します J が点なし、同時にヴポー 
トヒータが運転を停止します。燃焼室が冷却すると、自動的に燃 
焼用送風機、循環ポンプが停止し、すべての表示が消なします。 
ヴポートヒータスイッチの切0忘れにミ主意して<ださい。 


•運転停止中は、節電のため、すべての表示が消なします。 


注意 I 2曰 L ツ上家をちけるなど長時間使用しない場をは、運乾が完をに停止してから電源プラグをコ 
ンセントか S 巧いて < ださい。 

•が出のときは、必ず運転を停止（消义）して<ださい。 

•運転停止後、燃焼用送風機が停止するまでは電源プラグを抜かないで<ださい。ちし抜さますと、ガラス円筒が< 
ちつた0、ストーブの表面温度が上昇します。 


消义後、再点义するとまのを意 


•燃焼中に誤って電源プラグを抜いた0、運転スイッチを「切 J にすると、再点乂安全装置の働さで、ストーブが冷却 
されるまでの約2分間は再点乂でさません。 

ただし瞬間的な消乂操作（約1秒必内）の場合は、そのまま燃焼が継続されます。 

•停電時には、必ず運転スイッチを「切 J にして<ださい。 


msm 



























































5 .使用方法(使い方) 


現在時刻の調節方法 


時計-タイマー 
ちせ 


1. オープンポケット内の時計調節スイッチを「時計合せ J にします。 
はじめて使用するとさや、電源プラグを長時間抜いたとさは、時刻表示 
は0 : 00を表示します。 

2. 時計調節の「時 J •「分 J ボタンを巧して現在時刻を合わせます。 


例：午前6時15分に合わせる場合 

① r 時 J ボタンを巧して"午前6: 00" にします。 ③ r 分 J ボタンを押して"午前6: 15" にします。 


時 

) 〇分 . 

、 r ^ 

r —ム— ■ 

fT 

一 _ N 


午前 


時計 

合せ 


通常 


タイマー 




S： 011 


時 () 


) 分 

r 

巧 


午前 


b- lb. 


3. 必ず時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどして<ださい。 

(時計は、時計調節スイッチを「通常」位置にちどした時点か5動さ始め 
ます。） 


•必ず時計調節スイッチが「通常 J になっていることを確認して<ださい。 

•30 秒必内の停電であれば、再通電後ち現在時刻を表示しますので時刻合わせの必要はあ0ませんが、それ必上の停 
電で、時刻表示が0 : 00を表示した場合は、時刻合わせをおこなって<ださい。 


タイマーの使用方ま 


■運転時刻の合わせ方 


時計-タイマー 



1. オープンポケット内の時計調節スイッチを「タイマー合せ J にします。 

2. 時計調節の「時 J •「分 J ボタンを巧してタイマー点乂時刻を合わせま 
す。「分 J は5分ごとに動きます。 


例：午前6時30分に合わせる場合 

① r 時 J ボタンを巧して"午前6:00"にします。 ③ r 分 J ボタンを巧して"午前6: 30" にします。 


時 ( 

.睾 

〇分 

J 

N け。 

h 


午前 


S： 00 


これでタイマーセツト時刻が記憶されました。 


時〇 

Cn 

) 分 

r 

巧 


午前 


目ぶ! 


時計-タイマー 

lEia 


3. 必ず時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどして<ださい。これで時刻 
表示には現在時刻が表示されます。 





























































































































5 •使用方法(使い方) 


■タイマー運 お 方法 I ストーブ床暖房 達^ I ストーブ畢 涵產^ 



1. 運転スイッチを押して「入 J にして<ださい。 

(燃焼中の場合はそのままです。） 

2. 運転するとさのご希望の室温又は、乂力に合わせて<ださい。 

3. 床温調節ボタンで、床暖温度をご希望の温度に合わせて<ださい。 

(ストーブ床暖房運転のみ） 

4. タイマーセットボタンを巧して<ださい。 

「タイマーセットしました J の音声と同時に、時刻表示にタイマーセット 
時刻が表示され、タイマー表示「表示時刻に運転します J が（燃焼中の 
場合は消乂表示「消乂します J ち）点なし、タイマー運転に入0ます。 
(このとき、燃焼用送風機が10分間運転しますが異常ではあ0ません。） 
•タイマー運転中は表示部の表示はすべて暗< な0ますが異常ではあ0ません。 


サポートヒータ運乾 



1. オープンポケット内のサポートヒータスイッチを「入」にして<ださい。 

2. 巧温調節ボタンで、床暖温度をご希望の温度に合わせて<ださい。 

3. タイマーセットボタンを押して<ださい。 

「タイマーセットしました J の音声と同時に、時刻表示にタイマーセット 
時刻が表示され、タイマー表示「表示時刻に運転します J が点なし、夕 
イマー運転に入0ます。 

•タイマー運転中は表示部の表示はすべて暗< な0ますが異常ではあ0ません。 


ストーブ床暖房-ヴポートヒータ併用運乾 



1. 運転スイッチとサポートヒータスイッチを「入 J にして<ださい。 
(燃焼中の場合はそのままです。） 

2. 運転するとさのご希望の乂力に合わせて<ださい。 

3. 床温調節ボタンで、床暖温度をご希望の温度に合わせて<ださい。 

4. タイマーセットボタンを押して<ださい。 

「タイマーセットしました J の音声と同時に、時刻表示にタイマー 
セット時刻が表示され、タイマー表示「表示時刻に運転します J 
が（燃焼中の場合は消乂表示「消乂します J ち）点なし、タイマー 
運転に入0ます。 

I このとさ、 燃焼用送風機が10分間運転しますが異常ではあり^ 
\ま1^ん。 / 

•タイマー運転中は表示部の表示はすべて暗<な0ますが異常ではあ 
0ません。 


•タイマーセット時刻になるまでは、時刻表示にタイマーセット時刻とタイマー表示「表示時刻に運転します J が表示 
され続けます。 

•運転中にタイマーセットボタンを巧すと、ストーブは自動消乂し、運転を停止します。 

•タイマー運転中は、節電のため、タイマーセット時刻表示の明るさ（輝度）が落ちます。 


•タイマー運転は、運転スイッチが「入 J になっていないと運転が開始されません。 
•おでかけのとさのタイマー点乂は避けて<ださい。 







































































































5 •使用方法(使い方) 


タイマーの使用方法 


■タイマー運転の解除 



•タイマーセットボタンを押します。タイマー表示が消なし、時刻表示に現 
在時刻が表示され（時計動作コ□ン点滅)、タイマー運転が解除されます。 
•このままであれば点乂表示「点乂します J が点なし、自動的に運転を開始 
します。運転を停止する場合は、運転スイッチ（サポートヒータ運転の場 
合はサポートヒータスイッチ）ち「切」にして<ださい。 


■タイマーセツト時刻-現在時刻の確認 

♦タイマーセツト時刻の確認 •現在時刻の確認 

•時計調節スイッチを「タイマー合せ J に合わせます。 •時計調節スイッチを「時計合せ J に合わせます。 


時刻表示にタイマーセツ 
卜時刻が表示されます。 

•確認後、時計調節スイッチは、必ず「通常 J 位置にちどして < ださい。 




時刻表示に現在時刻が表 
示されます。 


•微温風が出ますので、お部屋を効果的に暖めます。 

■使用方法 



オープンポケット内の微風運転スイッチを「連動 J 又は、「単独」に合わせて<ださい。 
微風運転が開始されると微風吹化□か5微風が化てきます。 

• 「連動 J に合わせるとストーブが運転し、予備燃焼が終了後微風ランプが点なし、微 
風運転を開始します。 

• 「単独 J に合わせると微風ランプが点なし、ストーブ運転に関係な<微風運転を開始 
します。微風ファン階独 J 運転中は、ストーブ消乂後も表示部の表示は消'なしません。 
•「切 J に合わせると微風ランプが消なし、微風運転を停止します。 


•運転停止中は節電のため現在時刻は消なしますが、下記の方法によ0現在時刻を表示させることがでさます。 

■現在時刻を表示させる方法 

①操作部のいずれかのボタンを押し、現在時刻を表示させます。 
(現在時刻を表示している時は、この操作は必要あ0ません。） 

③時計調節スイッチを「通常 J 位置に合わせて「時 J ボタンを巧 
しなが5室温設定ボタン「高め J を押します。 


' 時計 

• タイマ— 

自動’ 

手動乂力調節 
微少ル中 大 

量 マ- 

合せ V け "V 合せ 

叫 / 

如〇分 

(00 

) 

ピ、 り 

:— ) 

又'ーセット 

入/切 

セ転 

ほめ高め 

ス 豆轨 


「時 J ボタン 
を押しなが5 


r 高め J ボタン 
を巧す。 



•必上で、運転停止中でち現在時刻が表示されるよ5にな0ます。 
停電になった時は再度操作をおこなって<ださい。 


運転停止中ち時計を表示させたいとま 


ンの使用方法 


微風フ 


後 

午 




淵 


懸 


計 

時 


計せ 
時合 


ク 

•ゴ 

•い6 



























































































5 .使用方法(使い方) 


モニター サインについて 


ストーブにトラブルが発生すると、トラブルの状態が設定室温表示に記号表示（モニターサイン）されます。 

この場合記号表示の内容を、ス I -ーブ左側面に EP 刷されたモニターサインー覧表、または 27〜28ページ 「故障•異常 
の見分け方と処置方法 J をご覧の5え、必要な処置をして<ださい。 


〈モニターヴインー覧表〉 


モニター サイン 

異常が態 

モニター ヴイン 

臭 

常が態 

モニター ヴイン 

異常が態 

E 1 

途 

中 消 乂 

EC 

ルームヴーモ短絡 

P 5 

基板 不良 

E 2 

不 

着 义 

E E 

停止時ポット異常過熱 

F 1 

熱交ヴーモ作動 

E 3 

対 

震 作動 

E 0 

基板 

温度異常 

F 2 

湯温ヴーミスタ断線 

E 6 

ル 

ームヴーモ断線 

P 1 

ポッ 

卜予熱不足 

FC 

湯温ヴーミスタ短絡 

E 7 • E 9 

停 

電 

P 2 

ポッ 

卜温度ほ下 



E 8 

疑 

似 乂 炎 

P 3 

ポッ 

卜異常過熱 



E A 

燃焼用送風機異常検出 

P 4 

不消乂（消乂時間が長い） 




使用上のま意 


床暖パネルの温度調節 


•床暖の温度調節は、足元（床暖パネルの表面温度）の温度調節のため、部屋全体の温度調節ではあ0ません。 
カーぺットの表面が熱<な0すぎないよ5使用温度には十分を意して<ださい。 


循環水の凍結予防（循環液の注入) 


寒冷地だけでな<、暖かい地域でち凍結予防及び腐食予防のために、必ず循環液を入れて<ださい。 

•循環液は必ずコ□ナ床暖房用循環液（別売品）をご使用<ださい。他の不凍液を使用した0、混合した0すると製品 
の寿命が短< な0ます。 

•循環液は3年を目安に入れかえて<ださい。（開封した循環液ち含む） 

本書の「特にを意していただまたいこと（安全のために必ずお守0<ださい)」の他に、次の項目についてちを意して< 
ださい。 

•上面ガードは、地震などにより可燃物が落下したときなどに乂災を防止するためのちのです。やむをえず取0はず 
した場合は、必ずちとのげ態に取0付けておいて<ださい。 

•クリーニング店、美容院などの化学薬品を使5ところや温室、飼育室など、動植物の育成裁培に使用しないで<だ 
さい。 

•雷が発生したとま、雷（誘導雷）によ0—時的な過電任がかかってち、過電任防止装置が機器を保護するし<みに 
なっていますが、大まな雷（直撃雷など）の場合は、電子部品を損傷するおそれがあ0ますので、電源プラグをコ 
ンセントか5抜いて<ださい。 


msm 

























6 .安全装置 


このス I -ーブには次のよ5な安全装置がついています。 

すべての安全装置は、異常が取0除かれてち再度点乂操作をしなければ運転は停止したままです。 


安全装置 

原因-作動結果 

処置ち法 

対震自動消乂装置 
( り 1 表示) 

• 強い地震や衝撃を受けたとき 

ク 

•モニターサイン If 5 I 表示 
-自動的に消乂 

•ス I -ーブの周辺に異常がないか確認 
し、点乂操作して<ださい。 

(対震自動消乂装置は作動後自動的 
にセットされます。） 

点义安全装置 

燃焼制御装置 

(フレーム□ッド） 

It /I 表示 -It 引 表示 

(途中消乂） （不着乂） 

•点乂ミスをしたとき 
•途中消乂をしたとさ 
♦炎が異常に小さいとき 

ク 

•モニターヴイン If I 表示または 

I EE I 表术 

-自動的に消乂 

•日常の点検•手入れ （21 〜25ぺージ 
参照）をしてか5点乂操作をして< 
ださい。 

•なおち異常がある場合は、お買い求 
めの販売店にご相談<ださい。 

停電安全装置 
康示- EE ! 表示 

(30 秒 m 上） f 1秒喊上\ 

Uo 秒未満 j 

•停電したとさ 

•電源プラグが抜けたとさ 

ク 

.通電後モニターヴイン If 7 l 表示ま 
たは IfS I 表示 
-自動的に消乂 

• |/-7 I の場合、時計などのセットを 
してか5、点乂操作をして<ださい。 

• I E 3 I の場合、通電後点乂操作をし 
て < ださい。 

•電源プラグを確認して<ださい。 







































7 •その他の装置 


装置の名称 

原因-作動結果 

処置ち法 

再点义安全装置 

•消乂直後、再点乂操作したとさ 

ク 

-約2分間の冷却後でないと点乂動作に 
入5ない 

^ •約2分経過後、自動的に点乂動作^ 

\を開始します。 / 

燃焼用送風機異常 

検出装置 
( w 表示） 

• 回転数が異常にほ下したとき 

ク 

-モニターヴイン |l こら' 1 表示 
•ス1-ーブの運転を停止 

• お買い求めの販売店に修理を依頼し 
て < ださい。 

過電流防止装置 
(表示部全消な） 

• 内部配線のショートによ0過電流が 
流れたとさ 

ク 

•電流ヒューズが切れ、すべての運転 
を停止 

• お買い求めの販売店に修理を依頼し 
て < ださい。 

循環水過昇防止装置 
(h 1 表示） 

• 循環水が極端に減少したとさ 
•循環水が循環しないとき 

ク 

• モニターヴイン \ 1 - 1 \表示 
-自動的にス1-ーブ単独運転に切0か 
わる 

•ス1-ーブをいったん消乂して循環水 
過昇原因を取0除さ、点乂操作をし 
て < ださい。 

• なおち異常がある場合はお買い求め 
の販売店にご相談<ださい。 

サポートヒータ過熱 

防止装置 

• 循環水が極端に減少したとさ 
•循環水が循環しないとき 

ク 

-サポートヒータへの通電を停止 
(温度が下がると自動的に通電を再開） 

•運転をいったん停止して、曰常の点 
検•手入れ （24 ページ）をして < だ 
さい。 

• なおち異常がある場合はお買い求め 
の販売店にご相談<ださい。 

安全ヴーミスタ（基あ上: 731 C ) 

( EO 表示） 

•ス1-ーブの上面及び側面が囲われて 
いるとさ 

•ス1-ーブの前面に障害物などがある 
とさ 

ク 

•モニターヴイン IfO 1 表示 
-自動的に消乂 

•原因を取0除いてか5点乂操作をし 
て < ださい。 

• なおち異常がある場合はお買い求め 
の販売店にご相談<ださい。 
































8 •曰常の点検 • 手入れ 


点横、手入れのとまのま意 


点検-手入れは消乂後、ポットバーナが冷却してか5、必ず電源プラグをコンセントか5抜いておこなって<ださい。 
注意 1電気 部品の分解や市販品との交換は 絶 巧にしないで < ださい。 


点横、手入れの必要頃目、時期、方法 


■周囲の可燃物（使用ごと） 

• 注意 I ストーブの周囲は、常に SJ 里•掃除し、燃えやすいちのを置かないで < ださい。 

■ほこ0 •巧れ（使用ごと） 

•ほこ0や巧れをそのままにしておさますと、油がしみた0して危険です。 

ストーブはいつち清潔にしてご使用<ださい。 


■油ちれ-油のたま0 • 油のにじみ（使用ごと） 

•置台-油タンクに油ちれ-油のたま0や油のにじみがないか、とまどさ点検して<ださい。 

又、給油の際にこぼれた口油は、よ<ふきとって<ださい。 

〔•油ちれのある場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼して<ださい。 ) 

■ゴム製送油管の点検-交換の目安いーズン巧め） 

• r ご注, 言」 ゴム 製 送油管は、屋外で使用しないで < ださい。 

屋かでの使用は禁止されています。 

•屋内でゴム製送油管を使用しているとまは、手で少し®ば膨潤、収縮、変質、変お、ひび割れがないか確認し、欠点 
のあるとさは交換して<ださい。 

交換の目安は、3年に一度です。 


国ミ由タンク（シーズンのネリめ、適時） 

•油タンク内は水やごみがたまりやすいちのです。給油のとき、点検して<ださい。 

油タンク内の水抜さ及び掃除は、油タンク付属の取扱説明書に従っておこなって<ださい。 


■煙突の接続部のゆるみ及びトップの周囲（シ-ズンの巧め、適時） 

•煙突の接続部、煙突トップのはずれがないかを点検して<ださい。煙突が腐食した0、巧があいた0していると危険 
ですので新しい物と交換して<ださい。 

•煙突の近<には燃えやすいちのを置かないで<ださい。 

•煙突内は結露で生じた水滴が凍ってつまると危険です。点乂時に、煙突のつなぎ目やストーブよ〇異常な煙が出た5 
消乂して、煙突内部を点検して<ださい。 














8 •曰常の点検•手入れ 


■定油面器のストレーナの掃陈 備時） ( お買い求めの販売店に依頼して<ださい。 ) 

•定油面器には、ごみを除<ためのストレーナがついています。 

ごみがたまると、な油の流れを巧げて、十分な乂力が化な<な0ます。 

次のよ5に掃除して < ださい。 




1. 油タンクの送油バルブを閉じて<ださい。 

2. ス I -ーブの前板を止めているねじ （5 本）をはずし、前板の下側を引き 
上げて、前に引いて取りはずして<ださい。 

3. 操作部を左図のよ5に、①操作部の左側を少し引さ上げて、③手前にま 
わして、開いて<ださい。定油面器がみえてきます。 

4. ストレーナの掃除□に八ガキなどの厚紙を差しこんで、油ガイドを作0、 
その下に容器を置いてストレーナの止めねじをゆるめてはずして<ださ 
い。 

定油面器の巧れたな油やごみが全部流れ出ます。 

5. ストレーナを取0出して、されいなな油の中ですすぎ洗いをして<ださ 
い。（水で洗わないで<ださい。） 


•ストレーナゴムパツキンを忘れめよ5にして<ださい。 

•ストレーナを逆に入れないで<ださい。また、底部（黒色）が必ず、 
左横になるよ5に取0付けて < ださい。 

•ストレーナの止めねじを、固<締め付けて<ださい。 

•油ちれがないか確認して<ださい。 





















8 •曰常の点検•手入れ 


■ポット八'—ナの掃除備時） (お買い求めの販売店に依頼して<ださい。) 

•[ご注,言」掃除は、ストーブを消义させ充分冷却してから、おこなって<ださい。 

熱いが態でおこな5とやけどのおそれがあ0ます。 

•ポットバーナにすすがついて炎のおが不揃いになったとさや、ポットバーナの底にすすやカスがたま0すぎて着乂が 
おそ<なつたとさは、次のよ5にしてすすを取0除いて<ださい。 



1. 上面ガードをはずして<ださい。 


2. 燃焼筒ふたをはずして<ださい。 


3. スケルトンは中ふたに取0付いています。スケルトンをガラス円筒 
にあてないよ5にして、取0はずして<ださい。 

4. 燃焼リングをフレーム□ツドに当てないよ5にを意して左図の方向 
に燃焼リングをまわし、取0だして<ださい。 



5. 点乂ヒータ、点乂ネットをいためないよ5に、ポットバーナ内部の 
すすをドライバーなどでかさ落としてか5、布などでふさとつて< 
ださい。 



スケルトン脚 
スケルトン 
燃焼 U ング 


6. 組立ての際、燃焼リングは、左図のよ5に正し<確実に取0付けて 
<ださい。 


■反射板-ガラス円筒の掃除（適時) 



♦ r ごミ主意 I 掃除は、ストーブを消乂させ充分冷却してか S 、 おこ 
なつて < ださい。 

熱いげ態でおこな5とやけどのおそれがあ0ます。 

•反射板及びガラス円筒にほこりがたまりますと、反射効率が悪<なる 
ばか0でな<危険ですので、次の要領で適時掃除をしてほこ0を取0 
除いて < ださい。 


1. 前面ガードをち側の固定ばねに個）か5はずし左側にまわしてく 



ださい。 

2. ガラス円筒を割5ないよ5にを意して、掃除機などで内部のほこり 
をされいに掃除して<ださい。 

3. やわ5かい布などで、反射板及びガラス円筒をきれいに拭いて<だ 
さい。 

4. 掃除が終わりました5、ちとどおりにセットして<ださい。 

•前面ガードは、きちんと取り付けて<ださい。 




















































8 •曰常の点検•手入れ 


点検、手入れの必要項目、時期、方法 


■ガラス円筒内部の掃陈 (適時） C お買い求めの販売店に依頼して<ださい 。 ) 

• r ご注,言」掃除は、ストーブを消义させ充分冷却してか S 、 おこなって < ださい。 

熱いが態でおこな5とやけどのおそれがあ0ます。 

•長期間の使用によ0ガラス円筒がすすけて炎が見えに<<なったとさは、 23ぺージ 「ポットバーナの掃除 J の項に 
したがい、スケルトンをはずしてガラス円筒を掃除して<ださい。 


•ガラス円筒には、水をかけたり、衝撃を与えたりしないよ5ミ主意して<ださい。 

•運転中にガラスが徐々にすすけた場合は、しば5<の間（約30分間）乂力を大さ<することによ0、すすを除去 
することがでさます。 


■点义ヒータ • 点义ネット • ノズルの点検(シーズンの巧め) ( 1)、買い求めの販売風こ依頼してください。） 

•点乂ヒータや点乂ネットにすすが付着しますと、赤熱が低下した0、油のひろが0が悪<な0、着乂不良の原因にな 
0ます。 

•ノズルの先端にすすが付着しますと、異常燃焼になった0、着乂不良や消乂時間が長<なる原因にな0ます。 

シーズン初めには、必ず点検して<ださい。 

点乂ヒータ、点乂ネット、ノズルの点検•交換は破損のないよ5にミ主意しておこな5必要がありますので、必ずお買 
い求めの販売店に依頼して<ださい。 


■フレーム□ッド（燃焼制御装置）の点検備時） (お買い求めの P 庶風こ依頼してください。） 

•フレーム□ッドの先端にすすが付着した0、フレーム□ッドが変おすると、誤作動の原因にな0ます。 

すすの付着やフレーム□ッドの変おがある場合は、必ずお買い求めの販売店に点検-交換を依頼して<ださい。 


シスターンタンク内の循環水は、少しずつ蒸発しますので、とさどさ確認し 
て、循環水が不足している場合は、そのつど規定水位まで床暖房専用補充液 
を補給して < ださい。 

•給水□扉を開さ、床暖房専用補充液を上限水位まで追加して<ださい。 
'配管などか5の水ちれで補給する場合は、床暖房用循環液を入れて 
、ださい。 / 


■循環水の補給（適時) 



•コ□ナ純正床暖房用循環液は、凍結予防の他に床暖房に使用される機器（ストーブ-床暖パネル-配管部品など) 
の防鐘効果を目的に作5れた循環液で、すでに純水で適正な濃度に調合してあ0ますので、試運転時にはこのまま 
ストーブに入れて < ださい。 

•他社銘柄の防鐘剤、不凍液（特に車両用など）を使用した0、混合した0しますと防鐘効果が発揮されず機器の耐 
义性がそこなわれた0、粘度があわずポンプの性能が十分発揮されずに、沸騰してしま5ことがあ0ます。 

•循環液は、常温では引乂しませんが、加熱されたストーブの上などにかかると着乂することがありますので、取0 
扱いには十分を意して<ださい。 

•循環液は3年を目安に入れかえて<ださい。（開封した循環液ち含む） 

•循環液の凍結温度は、一20でに調合されています。 


■湿水配管の水ちれ確認備時） 

•ストーブ内部や温水配管接続部分か5水ちれがないことを確認して<ださい。 





























8 •曰常の点検•手入れ 


■燃焼用送風機フアンフイルタの掃除施時） 

•フアンフイルタがごみやほこ0で目づま〇すると、燃焼不良の原因にな0ます。次の要領でス I -ーブ裏面のフアン 
フイルタの掃除をおこなつて<ださい。 



1. 左図の矢印のよ5にフアンフイルタに力を加えなが5引き出し、ス I -ーブ裏面か 
5取0はずして < ださい。 

2. ブラシなどでフイルタのほこ0を取0除いて<ださい。 

3. 掃除が終わりました5、ちとどおりに取り付けて<ださい。 


■燃焼用送風機の掃除 (年 1 回上） ^ お買い求めの販売店に依頼して<ださい。) 

•燃焼用送風機フアンにごみやほこりがたまると、送風力が弱<なり燃焼が悪<なつたり、音が大き<なつて<ること 
があります。このよ5なときには、燃焼用送風機フアンのほこりを取り除いて<ださい。 



ストーブ後側のフアンカバーと風量制限板をはずし、ブラシなどで静か 
にほこ0を取0除いて < ださい。 

•掃除が終わ0ました5、ちとどお0に取0付けて<ださい。 


•燃焼用送風機フアンに力を加えますと、巧〇や傾さを生じて、回 
転のとさに音が出ますので力を加えめよ5にして<ださい。 


■地震などの災害が発生したとまの点検について 

•地震などの災害が発生し、ストーブに振動や衝撃が加わったときは、運転前に必ず次の点検をおこなって<ださい。 
•煙突まわ0のはずれ、ちれの確認 
-な油配管か5のちれの確認 

点検で異常が見つかった場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼して<ださい。 


9.定期点検 


長期間ご使用にな0ますと、ストーブの点検が必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに点検を実施して<ださい。点検のご相談は、お買いあげ店または修理資格 
者〔(財)曰本石油燃焼機器保守協会 （ TEL 03 —3499— 2928) でおこな5技術管理講習会修了者（石油機器技術管理±) 
など）のいる店までお問い合わせ<ださい。 























10 •部品交換のしかた 


■部品交換のとまの注意 

^主意 不完全な修理、調整は危検ですので、部品の交換、調整が必要の場合には、お買いホ 
めの販売店又は、修理資格者〔(お)曰本石油燃焼機器保守協会でおこな5巧術管理講習会修了 
者（石油機器巧術管理±)など）のいる販売店にご相談<ださい。 

部品交換はコ□ナ純正部品とご指定ください。 


部品ご入用の際には、コ□ナ製品取扱販売店で必ずコ□ナ純正部品とご指定<ださい。 

純正部品必がの部品をご使用にな0ますと、性能が十分に発揮されないばか0か、ストーブを損傷した0思わめ事故 
の原因にな0ます。 


消耗•劣化しやすい部品（交換が必要な部品) 


項 目 

内 容 

使用期間によ0交換が必要な部品 

ポットバーナ-点乂ヒータ-燃焼リング-スケルトン 
フレーム□ッド-点乂ネット.ガラス円筒-各種パッキン 

環境によ0劣化しやすい部品 

プリント配線板-燃焼用送風機-ゴム製送油管 

変質-不純好油の使用によ0劣化しやすい部品 

電磁ポンプ-定油面器-ノズル 


11 .保管 (長期間使用しない場合) 


設置したままで保管される場合やしまわれるとさは、曰常の点検•手入れの項を参照し、次の 
要領で保管して<ださい。 

■手入れのしかた 

1. 注意 I 電源プラグを必ずコンセントか5巧いて<ださい。 

2. 油タンクの口油は、すっかり出して<ださい。中に水分やごみが残ったままにしておきますと、油タンクが腐食す 
る原因になります。 

3. 定油面器のストレーナをはずして、水分やごみを除さ、定油面器の中のな油を抜いて<ださい。 

4. フアンガードのごみやほこ0を取り除いて<ださい。 

5. 内部のほこ0を取0除いて<ださい。 

6. 塗装部分は、湿った布で巧れを落としてか5、か5ぶさして<ださい。 

7. 放熱器のサビなどがある所をペーパーで磨さ「補修用の塗料 J (別売品）で塗装して<ださい。 


■保管方法 

1. されいになった 5、 乾燥した場所に横倒しにしないでおしまい<ださい。 

2. 床暖の配管を接続したままで保管する場合は、上限水位まで補給しておいて<ださい。 

3. ストーブ内の循環水を抜いて保管する場合は、 エアー 抜まバルブを開いておさ、 エアー 抜まバルブ配管内ち乾燥さ 
せて < ださい。 

4. 「取扱説明書 J • 「工事説明書 J は、大切に保管して<ださい。 





















12 •故障•異常の見分け方と処置方法 


■次のよ5な現象は故障ではあ0ません。 

•修理を依頼される前にち5—度お確かめ<ださい。 


現 象 

説 日月 

点 

乂 

時 

乂 

時 

ネリめて使用するとさ、煙やにおいがでる。 

耐熱塗料やほこ0が焼けるためです。 

しば6<窓をあけて換気をして<ださい。 

すぐに点乂しない。 

予熱点乂方式のため予熱時間が2分程度必要です。 

(予熱時間は室温によ0多少変化します。） 

燃焼開始時や消乂後に「ピチピチ J とい5音がする。 

本体内部が熱にぶ0膨張、収縮するためです。 

点乂時にポンと音がする。 

点乂するとさに発生する着乂音で、異常ではあ0ません。 


■使用中に異常があ0ました5、次表によ0原因を調べて処置をして<ださい。 

•原因のわか5ないときや、処置のむずかしいときは、お買い求めの販売店、またはお近<のコ□ナお客様ご相談 


現象 

原因 

E 1 

i 

中 

消 

乂 

E 2 

焉 

乂 

し 

な 

い 

E 3 

気 

震 

作 

動 

E 7 

9 

電 

9 

電 

E 8 

壽 

似 

乂 

災 

EO 

巧 

作全 

夕 

F 1 

交 

ヴ 

I 

モ 
_作 

炎 

が 

大 

ま 

< 

な 

ら 

な 

い 

黒 

煙 

を 

出 

し 

て 

燃 

を 

る 

るを’ 

ス 

円 

筒 

が 

す 

す 

け 

と 

暑 

た 

て 

て 

燃 

を 

る 

電源プラグをコンセントに差しこんでいない 












強い地震びあった。または、ス I -ーブに衝撃を与えた 



• 









送油バルブび閉まっている 

参 

参 










ゴム製送油管に空気だま D びある 

参 

参 






参 




定油面器に水、ごみの目づま D 

• 

• 






• 




煙突の設置び基準通0でない。煙突の横引さび長い 









• 

• 


燃焼用送風機のファンフイルタにほこ D びたまった 









• 

• 


煙突工事不適当のため逆風現象びある 

• 








• 

• 


燃焼 IJ ングの取 D 付けび悪い 









参 

参 

参 

煙突のつま D 









参 

参 

参 

強風などによ0、煙突の引きび極端に強い 

参 










参 

油ちれびある 












煙突の接続部にすさまびある 












フレーム□ッドにすすび多量に付着した 

• 




• 







シスターンの循環水不足 







• 





温水配管びつぶれている。ノ(ルブび閉じている 







• 





長時間停電びあった （30 秒!;!上一 E 7表示） 




参 








停電びあった （ 1秒!;(上30秒未満一 E 9表示） 




• 








ルームヴーモ取付位置び悪い 












ス I -ーブの上面及び側面び囲われている 






• 






微風ファンが故障、端テびはずれている 
























































12 •故障•異常の見分け方と処置方法 


現 象 

説 明 

燃 

焼 

時 

去 

の 

他 

青炎の中に黄色い炎(赤乂)が混じる。 

異常ではあ0ません。 

給排気筒の先端か5連続的に白煙が出る。 

外気溫がほ<なると、排気ガス中に含まれている水分が凝結し 
て水蒸気になるためで、異常燃焼による白煙ではあ0ません。 

丈了油ぎれの際、一瞬炎が大さ < なつて消乂する。 

異常ではあ0ません。 

タイマー運転中のとさ、表示部の表示が暗い。 

待機時の消費電力節電のためです。異常ではあ0ません。 


•次のよ5な現象のときは使用を中止し、油タンクの送油バルブを閉じて販売店にご連絡<ださい。 


現 象 

症 が 

点乂時-燃焼時-消乂時に「ボーン」とい5大きな音がした。 

ストーブが損傷した0パッキンが飛散しているおそれがあります。 

黒煙を出して燃えている。 

燃焼が異常になっています。 

置台に油が漏れている。 

送油配管よ0油が漏れています。 


窓□にご連絡<ださい。※設定室温表示にモニターサインが表示されます。 


好 

油 

の 

に 

お 

い 

が 

す 

る 

爆 

発 

的 

な 

燃 

焼 

を 

す 

る 

電 

源 

が 

入 

ら 

な 

い 

大室 
ま温 
<が 
な低 

5 い 
なの 
いに 
乂 
が 

ル正 
が常 
あ運 
た転 
たす 
まる 

5 が 
なパ 
いネ 

沸 

と 

ラ 

と 

寮 

す 

る 

振 

動 

が 

ふ 

ま 

い 

微 

温 

風 

が 

出 

な 

い 

処置方法 



• 






コンセントに確実に差しこむ 









25ページの「邮震などのが害が発生したとさの点検について I の点検頂目を確認し、 

運転スイッチを巧し直し再点乂する 









送油パルプを開< 









ゴム製送油管を振る。山形になっている所は平に直す 









送油バルブをしめてストレーナをはずし、掃除する。油タンクの水を抜< 









基準通 D に設置する 









フアンフイルタのほこ D をブラシなどで掃除する 

• 

参 







煙突の取 D 付けを適性にする 









正し<取 D 付ける 









煙突を掃除する 









ドラフトレギュレータなどを取0付ける。煙突を基準通0に設置する（販売店に依頼する） 

参 








ちれ力所を締め直す（販売店に修理を依頼する） 

• 








すさまをな<す 









すすを取 D 除< (販売店に修理を依頼する） 





• 


• 


規定水位まで補充液を入れる 





• 

参 



温水配管のつぶれを直す。バルブを開< 









設定室温、時刻などをセットし再度点乂操作をする 









IJ セットし再度点乂操作をする 




• 





適正な位置に取 D 付け直す 









過昇原因を取 D 除< 








• 

販売店に修理を依頼する 

















































13 •仕 



型式の 呼び 

UH -84 PKL 

種 類 

ポット式-屋内用-強制通気形-自然対流形-床暖房用 

点乂 方式 

電気点乂式 

使 用 燃 料 

な油 （ J に1号灯油） 

燃料消費量 

床暖房運転 

最 大 

10.49 kW (1.02 L / h ) 

最 ル 

2.26 kW の. 22 L / h ) 

スト-ブ単独運転 

最 大 

10.34 kW (1.005 L / h ) 

最 ル 

2.04 kW の. 198 L / h ) 

発熱量 
及び熱効率 

床暖房運転 

最 大 

37,780 kJ/h 熱効率 80.1% 

最 ル 

8,150 kJ/h 熱効率 81.9% 

スト-ブ単独運転 

最 大 

37,230 kJ/h 熱効率 69.0% 

最 ル 

7,330 kJ/h 熱効率 67.0% 

暖房出力 

床暖房運転 

最 大 

8.41 kW 循環水量 180 L/h 

最 ル 

1.86 kW 循環水量100 L/h 

スト-ブ単独運転 

最 大 

7.14 kW 

最 ル 

1.36 kW 

最大床暖房出力（床暖房運転） 

最大燃焼時2.09 kW 循環水量 180 L/h 

ヴポートヒータ出力（ヴポートヒータ運転） 

0.500 kW 循環水量100 L/h 

熱効率 

最 高 

81.9% (床暖房運転目盛微少のとき） 

最 低 

67.0% ( ス I -ーブ単独運転目盛微少のとさ） 

標準適室 

床暖房運転 

温暖地 

木造 36.5 m に2畳）コンクリート 49.5 m (30 畳） 

寒冷地 

木造 36.5 m に2畳）コンクリート58.0 rri (35 畳） 

スト-ブ単独運転 

温暖地 

木造 29.5 m (18 畳）コンクリート41.5の2に5畳） 

寒冷地 

木造 31.5 m (19 畳）コンクリート 49.5 m (30 畳） 

本体 水 容量 

2 L (器具内蔵シスターン上限水位時） 

床暖房用熱交換器の最高使用圧力 

シスターン大気開放 

外形 寸法 

高さ61 5 mm 幅 748 mm 奥行 368 mm (置台を含む） 

質 量 

33 kg 

電源電圧及び周波数 

100 V 50/60 HZ 

定格 

消費電力 

床暖房運転 

点乂時 360/360 W • 最大燃焼時 38/45 W 

ストーブ単独運転 

点乂時 340/340 W •最大燃焼時 15/15 W 

ヴポートヒータ運転 

最大運転時 625/625 W 

待機 時 消 費 電力 

1.6 W 

床パネルの 
接続面積 

床暖房運転 

4.5 〜19.5が （3 畳〜12畳）（最大燃焼時） 

ヴポートヒータ運転 

4.5 m (3 畳） 

温水 配管 接続 □ 

外径0 8 mm ニップル 

煙突の 呼 び 径 

0106 mm (3 寸5分） 

煙突の壁貢通部の孔径 

011 0 mm 

排気温度 

床暖房運転 

330む!; 

ストーブ単独運転 

480む!; 

電流 ヒューズ 

5 A •10 A 

安全装置 

対震自動消乂装置-点乂安全装置-燃焼制御装置-停電安全装置 

その他の 装置 

再点乂安全装置-循環水過昇防止装置-燃焼用送風機異常検化装置 
サポートヒータ過熱防止装置-過電流防止装置-安全ヴーミスタ 

付属品 

置台1個-パックチューブ 2.5 m • ホースバンド2個-遮熱板1個-本体固定金具2個(ねじ2個） 
ゴム製送油管締付バンド2個-取扱説明書-工事説明書 


備考） • 微風ファン運転時の消費電力は定格消費電力に 4/4 W 加算されます。 

•標準適室は、社団法人•曰本ガス石油機器工業会の算定基準によ0ます。 
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14•アフターサービス 


■保証について 


•このコ□ナ石油スI-ーブには保証書がついています。 

保証書は、必ず「お買い上げ曰•販売店名 J などの記入をお確かめの5え、販売店か5お受け取0<ださい。内容 
をよ<お読みのあと、大切に保管して<ださい。 

•保証期間はお買い上げ曰か51年間です。 

•次のよ5な原因による故障及び、事故につきましては、保証の対象になりませんのでを意して<ださい。（詳し< 
は保証書をお読み < ださい。） 

■変質な油や不純な油など、またな油必がの燃料使用による故障や事故。 

■誤った使用方法による故障や事故。 


■修理を依療されるときについて 


• 「故障•異常の見分けちと処置方法 J (27-28 ページ）にしたがってお調べ < ださい。直5ないとさは、ご使用 
を中止し、必ず電源プラグを抜いてか5、お買い上げの販売店にご連絡<ださい。 

•ご連絡いたださたい内容は次の通0です。 

①品名 ③型式の呼び ③お買い上げ曰 ④故障のげ況（出来るだけ具体的に） 

•修理に際しましては、保証書をご提示<ださい。保証書の規定にしたがって、販売店が修理させていただきます。 
•保証期間が過ぎているとさは、修理すれば使用でさる場合には、ご希望によ0有料で修理させていただまます。 

•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載されている「お 
客樣ごホ目談窓 DJ にお問い合わせ<ださい。 

•修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成されています。 


■補修用性能部品について 

•当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち切0後、7年保有しています。 

•補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

■故障-修理の際の連絡先 

•お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載されている「お客様ご相談窓 DJ にご連絡<ださい。 


プリント配線板端子配置図 


本本 本本 本 
4 6 5 3 4 

I 黄白黄白黄白黄白黄白黄黄白 i 

□ □□□□□□日 


•R な口 む口 


部 部 部 部 
示 示 示 示 
表 表 表 表 


マイミ 


gcTim 
















15 •おそ付け-移設 


A • 巨寸法は、 20 cm け《上、 15 cm 技^上と 
示していますが、煙突と可燃物との距離 
(45 cm じ(上）でち規制されます。 
可燃物との距離び長<なるよ5に設置し 
て < ださい。 

,遮熱板を取0付けない場合は、側面との 
距離を 30 cm じし b 離して < ださい。 

ラジオか51 m 必上離して < ださい。 


据え付けが終わ0ました5、ち5—度、工事説明書（工事編）の「特にミ主意していただきたいこと（安全のために必ず 
お守り<ださい) J をお読みになり、工事説明書に記載されているとおり据え付け5れているかど5かを確認して<だ 
さい。 



1 . 


2 . 


•テレビや 


据え付け-移設工事は販売店に依頼する 


据え付けや移設工事は販売店または、据え付け業者に依頼し、お客様ご自身では行わないで<ださい。 


据え付け場所の選定及び標準据え付け例 


据え付けについては、乂災予防条例、電気設備に関する技術基準など法令の基準があ0ます。工事説明書（工事編）の 
r 特にを意していただまたいこと（安全のために必ずお守〇<ださい) J をお読みにな 0 、 販売店又は据え付け業者とよ 
<ご相談して<ださい。また、「標準据え付け例 J については、下図を参照して<ださい。 


なミし夕 


標準据え付け例 



トップ 


eOcmiU 上 

^え金具 

1已 cm け上 
支え又は 
吊0金具 

水抜き 

めがね石 

露受け 
アダプター 


煙突の先端か5水平距離1 m 必内に建物の軒がある場合は、そ\ 
の軒か 560cm 必上高 < すること。 

煙突の先端か51 m 必内に建物の開□部（窓）がないこと。 


•※[リ寸法は、煙突が本体か 51.8m を超える場合 
は 15cmlU 上。 

•煙突は、固定金具で 1.5 〜 2m 間隔に固定すること。 
•設置の場合は当該地区の乂災予防条例にしたがつ 
て < ださい。 

•風の強い地域では、必ず、ドラフトレギユレータ 
を取0付けて < ださい。 

•結露水が出る場合には、露受けアダプターを取0 
付け排出した結露水は、容器に受けて<ださい。 
f 結露予防のため、煙突の横引ま長さはでさるか^ 
L ぎり短く、 2m 必內にしてください。 J 


45 cm 切上 


20 cm 


I 

150 cm ' 

r 1： 

I 

1-1 : 

上 

1 

レ1—1 


可燃物 
.////////, 

45 cm け上 

1.Snm 


(備考） 


据え付け後の確認 



可燃物 




























































15 .据え付け-移設 



運転 


試運転は販売店又は据え付け業者とごいつしよに必ずおこなって<ださい。 


■運転準備 

• 松を意 I 電源プラグをコンセントに刃の根元まで確実にさしこんでください。 
•油タンクに給油し、送油経路の空気抜きをして<ださい。 

•送油経路やストーブよ〇油ちれがないか確認して<ださい。 

•配管途中にバルブなどがある場合には、全開にして<ださい。 

•安全装置をセツトして<ださい。 

t 定油面器リセットレバー（黒色）を左方向に止まるまで押して<ださい。） 
•タイマー運転になつていませんか。 


■循環液の給水方法 

1 . 給水前にエアー抜きバルブが全開になつていることを確認 
して < ださい。 

(工場出荷時には開いてあ0ます。） 

必ず全開にして < ださい。 


2•スI-ーブ左側面の水位計で、シスターンタンクの規定水位 
(上限水位）まで循環液（コ□ナ床暖房用循環液）を入れて 
<ださい。 


3. 操作部の床暖切換スイッチを「ストーブ床暖房 J にセット 
して < ださい。 


4. 操作部のサポートヒータスイッチを「入 J にして<ださい。 
循環ポンプが運転を開始します。 


5. 器具の左背面にある往きと戻り両方の温水ジョイントのコ 
ックを「開 J にして<ださい。 

•2 回路配管の場合は、項目5、6を1回路ずつおこなって< 
ださい。 


6. シスターンタンクの水位が下が0始めますので上限水位ま 
で循環液を給水して < ださい。 

(シスターンタンクの水位が下が5な<なるまで給水を続け 
て < ださい。） 



ストーブ•床暖切換 



•温水配管施工などの関係で、エアー抜さバルブではエアーが抜けさ5ない場合 
は、次の方法があ0ます。 

/温水往ま□のコックを閉にして温水配管接続をはずし、コックを開いて循^ 
環水を少しずつ流し、エアーを抜< 

、（循環液がこぼれないよ5に容器を用意して<ださい。） / 

























































































7. シスターンタンクの水位が下が 5 な < なった 5 循環液の給水 
は終了です。 

エアー抜さバルブを「閉 J にして<ださい。 

• 循環ポンプの運転音が静かにな0ます。 

8. 温水配管路に、水ちれのないことを確認して<ださい。 
•運転の途中で床暖パネル等に水ちれがあった場合は、操作 

部のヴポートヒータスイッチを「切 J にして循環ポンプを 
停止させて < ださい。 

9. 異常のないことを確認した5完了ですので操作部のサポート 
ヒータスイッチを「切 J にして循環ポンプを停止させて<だ 
さい。 



■運転 

•運転は、スI-ーブ床暖房運転でおこない、正常に運転することを確かめて<ださい。 


ストーブ床暖房運転 



1. 運転スイッチを巧して「入 J にして<ださい。 

• [ご注意 I ネ刃めてお使いになるとまは、耐熱塗料などが焼けて 
煙と臭いがでます。窓をあけて部屋の換気をして<ださい。 

•約3〜4分間の予備燃焼が終わると本燃焼に切0かわ0ます。 

2. 温水配管経路に、水ちれのないことを確認して<ださい。 


•運転の途中で温水配管経路に水ちれがあった場合 
①操作部の床暖切換スイッチを「ストーブ単独 J に切0かえて循環ポンプを停止させて<ださい。 
③運転スイッチを巧して「切 J にしてストーブの運転を停止して<ださい。 


3. 異常がなければ、乂力調節つまみを「微少 J 〜「大 J に設 
定して < ださい。 

しば5<して床暖パネルが暖か<なることを確認して<だ 
さい。 

•炎のげ態は、青い炎の中にい<5かの黄色い炎（ホ乂）が 
まじつてち異常ではあ0ません。 



4. 2回路配管 （2 部屋配管）の場合は A 回路- B 回路のそれぞれ、温水往さ□•温水戻0□が間違いな<配管されている 
ことを確認して < ださい。 


■消义の手順 

をトーブ床暖房運乾 





•運転スイッチを押して「切 J にして<ださい。 

「消乂します J の音声と同時に、燃焼表示が消なし、消乂表示「消乂 
します J が点なします。 

燃焼室が冷却すると自動的に燃焼用送風機、循環ポンプが停止し、す 
ベての表示が消なします。 


•正常運転しない場合は、 27〜28ぺージ 「故障•異常の見分けちと処置方法 J を参照してください。 
•長期間の保管後、再び設置する場合ち「試運転 J の手順にしたがい、試運転をおこなって<ださい。 


































































15 •据え付け•移! 


初めてお使いになるとさのま意 


•初めてお使いになるときは、耐熱塗料などが焼き付<まで煙と臭いが化ます。しば5<の間、窓をあけて部屋の換気を 
おこなつて < ださい。また、小鳥やル動物などに影響する場合が考え5れますので、この間は部屋に入れないで < ださい。 


MEMO 





をお市駅西新の 1-1-25 
をお市駅西新の 1-1-25 
富山市田中の 2-3-1 己 
福片市和田東 1-607 


信越. 
北陸地区 


新 潟ち 店 
王条サービスじンター 
新潟東営業所 
長轉営業所 
松本営業所 

金；尺ち 店 

金ミ尺サービスじンター 
富山営業所 
福井営業所 


関東地区 


仙台市宮城野区曰ノ出の1 -7-32 
仙台市宮城野区日ノ出の1 -7-31 
郡山巿亀田 1-51-9 
山お市東青田 3-6-28 
酒田市錦町 1-183-1 


東京都化区豊島 8-4-8 

東京都化区豊島 8-4-8 

東京都化区豊島 8-4-8 

立川市高松町 1-22-3 

松戸市高塚新田95-己 

横;'兵市戸塚区原宿4 了目 7-1 3 

山梨県中巨摩郡昭和町西条2491 -2 

さいたま市北区客原の 1-674-2 

さいたま市北区宮原の1 -674-2 

局崎市問屋の西1 -3-22 

き都客市築瀬の2313 

太田市高林東の2375 

水戸市笠原町 653-2 

つくば市谷田部 6788-1 9 


東海地区 


近畿- 
四国地区 


中国地区 


九州地区 


各ち屋市熱田区桜田の 16-11 
名ろ屋市熱田区桜田の 16-11 
静岡巿駿ミ可区高松 2-1 日-30 
岐阜市六条南 2-7-8 
津巿高茶屋 3-29-38 
沼ま市西椎路 888-1 


干 456-0004 TEL (052)746-6600 (代表） 

干4己 6-0004 TE し (052)746 —6603(代表） 
干 422-8034 TEL (054)238-0005 (代表） 

〒已 00-8358 TEL (058)268-7555 (代表） 

干51 4-081 9 TEL (059)234-8471( 代表） 

干41 0-0303 TEL (055)968-621 0(代表） 


FAX (052)884-65 己1 
FAX (052)884-6554 
FAX の 54)238-00 日6 
FAX の 58)268— 7550 
FAX (059)234 - 8472 
FAX の 55)968 - 6212 


吹田巿南を田 1-8-47 〒日 64-0044 

炊田市南を田 1-8-47 〒日 64-0044 

高松市今里の1 -8-5 〒 760-0078 

京都市伏見区竹田段ノリ I 原の 70- 1 〒61 2-8414 

巧戸市西区枝吉 5-1 32 干651 -21 33 

彦根市正ま寺の南出78 干 522-0024 

福知山市荒;'可まの68 干 620-0061 


TEL (06)6380-21 11(代表） 
TEU 06)6386-5670( 代表） 
TEU 日 87)83 己一1711(代表） 
TEL (0 巧) 643-2002( 代表） 
TEU 078)922-2431 (代表） 
TEL (0749)24 —6239(代表） 
TEU 0773)22-0827( 代表） 


FAX の 6)6386 — 7262 
FAX の 6)6386-5588 
FAX の 87)835-01 60 
FAX (075)643-0870 
FAX の 78)922-2438 
FAX の 749)26-21 16 
FAX の 773)23-7592 


広島巿安佐南区お園 3-27-20 干731 -0 138 

広島市安佐南区巧園 3-27-20 干731 -0 138 

岡山巿辰巳 35-1 03 〒700 -0976 

米子市目夕美の 235-1 干 683-0035 

周南市徳山さーノ片を5631 -4 干 745-0882 


TEU 082)87 卜3310(代表） 
TEU 082)87 卜3315(代表） 
TEU 086)243-775 U 代表） 
TEU 0859)33-8157( 代表） 
TEL (0834)22 — 己己67(ィザ表） 


FAX の 82)871-3306 
FAX の 82)871-0272 
FAX の 86)243-71 91 
FAX の 859)23-0709 
FAX の 834)22 -日589 


福岡市博多区ま比恵 2-2-40 〒8 12-0007 

福岡巿博を区東比恵 2-2-40 干 g だ- og 把 

北九州市ル含北区愛客 2-6-4 〒 g 嫂-嫂 2 8 

鹿お島市田上 7-16- 5 干 890-0034 

熊本巿尾ノ上 1-11-12 干 862-0913 

長崎県西彼が郡時津の左底郷浜田 74-1 干 ggi -2 王 ge 
宮崎巿露島 3-59- 2 干 880-0032 

大分巿；佐 1-19-7 〒870-0108 


TEU 092)474-577 1(代表） 
TEU 092)474-6001 (代表） 
TEU 093)592-861 U 代表） 
TEU 099)281- 1321(代表） 
TEU 096)367-7361 (代表） 
TEU 095)882-7710( 代表） 
TEU 0985)29- 1680(代表） 
TEU 097)523-5161 (代表） 


FAX の 92)474-577 己 
FAX の 92)474-641 4 
FAX の 93)592 - 8666 
FAX の 99)281-12 巳2 
FAX の％) 369 — 6323 
FAX の 95)882 — 7767 
FAX の985に 5-0685 
FAX の 97)523-51 62 


〒9巳己-0864 
〒9己 5-0864 
〒9己0-08已已 
T 381-0022 
T 399-0033 

T 920-0027 

T 920-0027 

T 930-0985 

T 918-8237 


TEL (0256)32-2126 (代表） 
TEL (0256)32-2129 (代表） 
TEL (025)286-9131 (代表） 
TEL (026)221-51 1 U 代表） 
TEL (0263)26-005 U 代表） 

TEL (076 に 60-0567 (代表） 
TEL (076)260-0038( 代表） 
TEU 076)444-0567 (代表） 
TEL (0776)23-0567( 代表） 


FAX (0256)35-8519 
FAX の 256)32-21 37 
FAX (02 日) 286-331 3 
FAX の 26)22 卜0039 
FAX (0263)2 己一9961 

FAX (076)260-0775 
FAX (076)260-0738 
FAX (076)444-061 1 
FAX の776に 3-0580 


東：!ヒ地区 


青森る店 
青森サービス它ンター 
秋田営業所 
秋田サービス它ンター 
八戸営業所 
八戸サービスじンター 
弘前営業所 
弘前サービスじンター 
盛岡営業所 
盛岡サービス它ンター 
水お営業所 


青森市ち館1了目 12-38 
青森巿ち館1了目 12-38 
秋田巿泉中央4 了目 4-1 8 
秋旧巿が化川王千刈 109-1 
ノ、戸巿売市4了目 4-7 
ノ、戸市売巿4了目 4-7 
弘前市田園 1-2-1 
弘前市田園 1-2-1 
盛岡市門 2-1-42 
盛岡巿門 2-1-42 

奥州市かお区水;尺工業団地 4 T 吕79 


札幌市白石区平和通16 了目南 1-1 9 干003 -0028 

札幌市白石区米里3条2 了目 6-25 干 003-0873 

函館巿西倍便の21 -2 干041 -0824 

祖リ I 市東胆川南1条 2 T 目 2-5 干 078-826 1 

帯広市西18菜北1 T 目1 7-1 干 080-0048 

訓路巿巧園の 4-1 7 干 085-0038 

北見市美ち ffljg -1-30 干 090-0064 


TEL の1 1)864-0440( 代表） 
TEUOl 1)879-2121 (代表） 
TEL の1 38)48-6070( 代表） 
TEL の1 66)37-2330( 代表） 
TEL (01 己5)3已~7518(ィザ表） 
TEUOl 己 4)24-41 91(代表） 
TEUOl 57)26-21 03(代表） 


FAX の1 1)863-3154 
FAX の1 1)871-2000 
FAX の 138)48-6080 
FAX の 166)37-2338 
FAX の 155)35-7510 
FAX の 154)24-0451 
FAX の 157)26-21 07 


干030 -0946 TEUOl 7)742-8255 (代表) 
干030 -0946 TEU 01 7)743-2971 (代表) 
干01 0-0917 TEUOl 8)864-567 1(げ表) 
干01 0-0802 TEUOl 8)864-521 9(代表) 
干 031-0073 TEUOl 78)24-5289 (代表) 
干 031-0073 TEUOl 78)47-6609 (代表) 
T 036-8086 TEUOl 72)28-3910 (代表) 
T 036-8086 TEUOl 72)26-4770 (代表) 
干 020-0823 TEUOl 9)622—4791 (代表) 
干020 -0823 TEU 01 9)604-0281( 代表) 
干 023-0002 TEUOl 97)22-41 55(代表) 

干 983-003 日 TEL (022)235-31 81 ( げ表) 
干 983-0035 TEL (022)783-1791( げ表) 

干 963-8033 TEL (024)9：38-2240 (代表) 

干 990-2423 TEL の 23)642-3255( 代表) 
干 998-0103 TEL (0234)31 -0571(代表) 


干11 4-0003 TEL (03)3927 -1151(代表) 

干11 4-0003 TEL (03)3911-1131 (代表) 

干11 4-0003 TEL (03)3927-11 52(代表) 

干1 90-0011 TEL (042)519-5271 (代表) 

干 270-2222 TEU 047)312-8330 (代表) 

干 245-0063 TEU 045)852-4008 (代表) 

干 409-3866 TEU 055 に 68- 1567(代表) 
干331 -08 12 TEL (048)651-1 722(代表) 

干331 -08 12 TEL (048)651-1231 (代表) 

干370 -0007 TEU 027)361 -4806 (代表) 

干321 -0933 TEU 028)632-5105 (代表) 

干 373-082 日 TEU 0276)38-6571 (代表) 
干31 0-0852 TEU 029)241-2172 (代表) 

干 305-0861 TEU 029)839-5325 (代表) 


FAX (01 7)742-8275 
FAX (017)743-1 118 
FAX (018)864-8468 
FAX (018)864-5760 
FAX (01 78)45-4290 
FAXfOl 78)71-1344 
FAX (01 72)28-0191 
FAX (0172 に 9-1133 
FAX の 19)622 — 5244 
FAX (01 9)604-0283 
FAX (01 97)22-44 己 2 

FAX ののに 36-8810 
FAX の 22)783-1792 
FAX の 24)938-3021 
FAX の 23)642-3254 
FAX (0234)31-0581 


北海道地区 


沖縄地区 


ミ中縄営業所宜野這市宇地;'白738 

シー サイド- パー ク102 


干901 -2227 TEU 098)897-5677( 代表 ） FAX の 98)897-5679 


26098002 


本な•工場兰条市東新保 7-7 干 955-8 己10 

柏崎工場柏崎市宝町 2-58 〒94日-0817 

長岡工場長岡市下条町倉ノ浦1069干 940-1 146 


TEL (0256)32-21 11(大代表） 
TEL (02 已 7)23 — 已175(イザ表） 
TEL (02 己 8)22-21 21(代表） 


株ぶ含な 


[ お客様ご相談窓□一覽表] 

修理サ-ビスや製品についでのごホ目談は機種名をご確認の上、がフタ-ス〜!そ' 
お買いあげの販売店または下記のごホ目談窓□にご依頼ください。 

ご転居やご贈爸品などでお困りの場合は、下記のおおくの窓□にごす目談く 
ださい。 

名称、所在地、電話塞号は、変更する揚台びありますのでご3承ください。 


コ□ナサービスセンター 
綺0120 -919-302 

^ (修理受付専用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 


携帯電話 ’ PHS 等か5は 
最畜の サービスセンター 
へ直接おかけください。 


2 

5 

巧嘗 I 

clj clj 南 女 
oSob 江島大 
浏浏区豆質 
曲曲東大爸 
市巿巿市市 
条条潟野本 
111111新長松 


店一所巧巧所所店巧巧巧巧巧巧 
夕 夕 

^業業業 

ス ス fg 営 営 


支ピ'業業業業業支^業業業業業 


ビー 


営営営 


圏ビ営営営営営東ま営営営 

台^山あ内都耐京川葉 i 関：：崎都田戸く 

台 都し 

仙仙郡山庄首首ま立モ横甲北さ高宇太水つ 


店-巧巧巧巧 
夕 

支ピ業業，，，業 
ス業 
屋 Y 営営営 
ち^岡阜 W 日津 
ち 

名咨静岐ま沼 


店-所所所所所 
夕 

- 業業業業業 
支な！，.：.：営 


ビ 


営営営営 


山 


R か松都戸根の 
大大高京巧彥福 


店-巧巧巧 
夕 

支養業業 
営営営 
島一 

ブ止寺止 
島 

広広岡米徳 


店-巧巧巧巧巧巧 
夕‘ 

こ、'^業業業業業業 
支誓営 
ジ 営営営営 
司 V 州島 
サ化巧本崎崎分 

福福北鹿熊長宮大 


店-巧所所所所 

夕 

- 業業業業業 

'1^ 営営営営営 

幌 I 

サ館川広路見 

曉 

札札函胆帯訓北 


00028090095883 

63683467730061 

11133553312529 

11128516695541 

-------------- 

77782281112816 
22221565563343 
99953826636 ジ 28 

\)^\)^\1/\1/\1/\1/\1/\1/F^ \1/\1/ 
KKK2 7558878799 
33344454422222 
00000000000000 
/ —>/lv /—'/—'/—>/—'/—■• 

00000 


207WA0354 - 012 3(J) 
















